
市民活動総合情報誌／ボランティア・NPO をもう一歩深く

①《特集》もっとコミュニティラジオ！ 音声メディアの可能性
⑩《うぉろ君の気にな〜るゼミナール》 

 「ジョブ型雇用」って？
⑪《ウォロ's トピック》 

テーマ型ネットワーク組織実態調査の報告
上田 英司 （特定非営利活動法人日本NPOセンター 事務局次長）

⑫《実録・市民活動「私のいちばん長い日」》 
チェルノブイリと福島と
川崎 あや （一般社団法人インクルージョンネットかながわ 代表理事）

⑬《東日本大震災 仙台発～現地から伝える「被災地の今」》  
避難者の「自分で決める苦しみ」に寄り添う
真壁 さおり（社会福祉士）

⑭《V時評》
1.「103万円の壁」と「地域の自立」という政策目標
2.『新・学生のためのボランティア論』発刊に寄せて

⑯《毎日NPO！ 山田発信　組織と事業の支援論》
活動報告書が好き！
～寄付者として読む、ＮＰＯとして発行する～
山田 泰久（公益財団法人日本非営利組織評価センター 業務執行理事）
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⑱《現場は語る～コーディネートの現場から》
気軽に参加しにくい活動を、初心者と視覚障
害者の出会いの場にするボランティアコーディ
ネーション
市居 利絵 （大阪ボランティア協会 ボランティアコーディネーター）

㉑《情報ピックアップ》  

㉒《ウォロ's トピック》 
市民活動重大ニュース２０２４
10分野で計59項目をリストアップ

㉔《この人に》 
岸田 奈美さん （作家）

㉖《アゴラ／シネマ／ライブラリー》
藝大食堂／『ＰＥＲＦＥＣＴ ＤＡＹＳ』／
書籍紹介

㉘《晴れ時々ボランティア》 
佐久本 嗣生さん（繁多川地域学校サポーター 代表）

https://osakavol.org/publishing/volo/

地域で、子育てのお手伝いをしたり、
悩んでいるお母さん、お父さんの
相談にのる活動や、

障がいのある人が、まちで幸せに暮らせ
るお手伝いをする活動や、

地域で、１人暮らしや寝たきりの高齢者
に、栄養の整った食事を届ける活動や、

地域に住むみんなが「安心・安全」に
暮らすための活動や、

共同募金は、地域をつくる市民を応援していきます。

地域のいろいろな活動のために役立てられます。
●中央共同募金会の全国共通助成テーマである「つながりをたやさない社会づくり～あなたは一人じゃ
ない～」を助成テーマとし先進的なとりくみを支援してまいります。また、地域福祉活動への『重点助成
分野』を「誰をも受け入れ誰もが参加できる地域づくり」「健康でいきいきと暮らし続けられる地域づく
り」「生きづらさを抱える子ども・若者とその家族への支援」「災害ボランティア活動・減災活動への支
援」「生活に困難を抱える人たちへの緊急支援」とし、これらの活動を重点的に支援してまいります。

●国内で大きな災害が発生した時は、共同募金は都道府県域を超えて、被災地で被災した人たちを助け
る活動の支援も行います。

●寄付金には、税の特典があります。会社など法人の寄付金は、全額損金算入できます。個人の寄付金
は、所得税の所得控除または税額控除、住民税の税額控除の対象になります。
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　「コミュニティ FM」「コミュニティラジオ」等と呼ばれる地域密
着のラジオ放送は、地域活性化や市民参加に積極的で、市民活動に
は親和性のあるメディアだ。
　コミュニティラジオで人や地域がどうつながるのか。市民・市民
団体とどう連携できるのか。現状を知り、可能性を考えたい。

特集　　もっと

コミュニティ
ラジオ !

音声メディア
の可能性

【特集チーム】
村岡 正司、神野 武美、永井 美佳、
増田 宏幸、百瀬 真友美、山中 大輔

三角山放送局（札幌市、5 ～ 6 ページ　同社提供）

FM レキオ
（那覇市、
4 ～ 5 ページ）
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1976 年生まれ。金沢市出身。京都大学総合人間学部卒業、同大学院人間・環境学研究科修士課程修了、カナダ・
オンタリオ州立ローヤリスト大学メディア学部卒業。京都三条ラジオカフェ勤務などを経て 2018 年より現職。
元世界コミュニティラジオ放送連盟アジア・太平洋地域理事。専門は地域メディア、災害とメディア。

　
国
内
で
は
１
９
９
２
年
に
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
放
送
」
が
制
度
化
さ
れ
、
市
区

町
村
の
一
部
と
い
っ
た
狭
域
を
放
送
エ

リ
ア
と
す
る
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
放
送
が
始

ま
っ
た
。「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
」
と

も
呼
ば
れ
る
。
現
在
（
２
０
２
５
年
１

月
末
）、
全
国
で
３
４
５
局
が
地
域
密

着
型
の
放
送
を
行
っ
て
い
る
。
地
域
活

性
化
に
果
た
す
役
割
が
評
価
さ
れ
る
一

方
、
課
題
の
指
摘
も
相
次
い
で
い
る
。

本
稿
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
の
特
徴

を
浮
き
彫
り
に
す
る
意
味
で
、
ま
ず
は

世
界
的
に
盛
ん
な
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ

ジ
オ
」
に
つ
い
て
紹
介
し
、
そ
れ
と
の

比
較
を
交
え
つ
つ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放

送
の
現
状
・
課
題
に
つ
い
て
論
じ
て
い

き
た
い
。

世
界
に
広
が
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
ジ
オ

　
１
９
２
０
年
、
世
界
初
の
ラ
ジ
オ
定

期
放
送
が
米
国
で
始
ま
り
、
そ
の
５
年

後
に
は
日
本
で
も
開
始
さ
れ
た
（
今
年

で
１
０
０
周
年
）。
電
波
は
光
と
同
速

度
で
放
射
状
に
拡
散
す
る
。
速
報
性
と

拡
散
性
に
優
れ
た
ラ
ジ
オ
は
、
瞬
く
間

に
主
要
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
地
位
を
固

め
た
。
た
だ
し
当
時
、
発
信
を
担
っ
た

の
は
主
に
国
家
や
大
資
本
で
あ
っ
た
。

　
60
年
代
、
東
西
冷
戦
が
激
化
す
る
一

方
、
公
民
権
・
環
境
保
護
運
動
な
ど
、

個
々
の
市
民
の
人
権
・
暮
ら
し
を
重
視

す
る
運
動
の
盛
り
上
が
り
と
共
に
、
公

共
の
資
源
た
る
電
波
を
国
家
・
大
資
本

が
独
占
す
る
こ
と
へ
の
異
議
申
し
立
て

が
盛
ん
に
な
っ
た
。そ
れ
を
背
景
と
し
、

市
民
が
地
域
に
小
規
模
な
放
送
局
（
テ

レ
ビ
よ
り
も
資
金
・
技
術
的
に
ハ
ー
ド

ル
が
低
い
ラ
ジ
オ
が
中
心
）
を
開
設
す

る
仕
組
み
が
、
ま
ず
は
欧
米
・
南
米
諸

国
に
、
そ
の
後
世
界
的
に
拡
大
し
た
。

そ
れ
ら
の
放
送
局
は
や
が
て
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ラ
ジ
オ
」
と
総
称
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
。
そ
れ
ら
は
「
非
営
利
」
が
大

原
則
で
あ
り
、
非
営
利
組
織
に
よ
り
所

有
・
運
営
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

運
営
資
金
は
主
に
寄
付
で
賄
わ
れ
る

が
、
そ
の
「
公
共
性
」
を
評
価
し
、
独

立
性
の
高
い
公
的
財
源
に
よ
り
補
助
を

行
う
国
々
も
少
な
く
な
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
の
制
度
化
と
概
要

　
一
方
、
国
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送

の
制
度
化
は
、
む
し
ろ
産
官
主
導
で
行

わ
れ
た
。
高
度
経
済
成
長
に
伴
う
地
方

衰
退
に
対
し
、
70
年
代
に
は
「
日
本
列

島
改
造
」
と
し
て
イ
ン
フ
ラ
面
で
の
対

応
が
進
め
ら
れ
た
が
、
80
年
代
に
入
る

と
中
央
省
庁
は
競
っ
て
情
報
面
で
の
取

り
組
み
を
進
め
た
。
郵
政
省
は
従
来
の

県
域
を
中
心
と
す
る
放
送
に
加
え
、
よ

り
狭
域
の
放
送
を
可
能
に
し
て
地
域
・

地
方
活
性
化
を
図
る
こ
と
と
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
を
制
度
化
し
た
。
放

送
出
力
は
現
在
、
原
則
20
Ｗ
（
放
送
エ

リ
ア
は
半
径
10
㎞
程
度
）
と
さ
れ
、
１

週
間
の
放
送
時
間
の
う
ち
、
地
域
密
着

型
の
放
送
が
50
％
以
上
を
占
め
る
こ
と

が
「
努
力
義
務
」
と
さ
れ
て
い
る
。
95

年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
際
に
、
そ

の
働
き
が
注
目
を
集
め
る
な
ど
し
、
そ

の
後
開
局
数
は
右
肩
上
が
り
に
増
加
し

た
（
下
図
）。
海
外
と
は
異
な
り
制
度

化
に
当
た
り
「
非
営
利
」
要
件
は
定
め

ら
れ
ず
、
当
初
は
全
て
株
式
会
社
に
よ

龍
谷
大
学
社
会
学
部
特
任
講
師
　
松ま
つ

浦う
ら 

哲て
つ

郎お

世
界
に
広
が
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
ジ
オ
」
と
の
比
較
と
と
も
に

日
本
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
」

2024 年 12 月 1 日時点。総務省（2024）をもとに著者作成
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特集　もっとコミュニティラジオ！ 音声メディアの可能性

•	小川明子（2024）『ケアする声のメディア―ホスピタルラジオという希望』青弓社
•	金山智子編（2024）『ケアするラジオ―寄り添うメディア・コミュニケーション』さいはて社
•	北郷裕美（2021）「コミュニティ放送の安定継続に向けて―閉局事例から見た経営基盤に関する検証」『大正大

學研究紀要』第 106 輯
•	総務省（2024）「コミュニティ放送の現状」https://www.tele.soumu.go.jp/j/adm/system/bc/now/index.htm
•	津田正夫・平塚千尋編（2002）『パブリック・アクセスを学ぶ人のために』世界思想社
•	日本コミュニティ放送協会（2023）「コミュニティ放送の現況について」https://www.jcba.jp/dcms_media/

other/ コミュニティ放送の現況 2024.12.28（HP 掲載）.pdf
•	松浦さと子編（2017）『日本のコミュニティ放送―理想と現実の間で』晃洋書房

る
開
設
で
あ
っ
た
。
98
年
に
い
わ
ゆ
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
が
成
立
し
た
こ
と
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ

に
よ
る
開
設
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
現
在
は
全
３
４
５
局
中
の
約
９
割

弱
が
株
式
会
社
、
１
割
強
が
非
営
利
団

体
に
よ
り
経
営
さ
れ
て
い
る
。

　
経
営
母
体
の
形
態
に
か
か
わ
ら
ず
規

模
は
お
お
む
ね
小
さ
く
、
専
従
職
員
数

は
平
均
で
５
人
前
後
で
あ
る
（
局
に
よ

る
違
い
が
大
き
い
）。
総
務
省
に
よ
れ

ば
、
約
半
数
の
事
業
者
は
年
間
の
売
上

高
が
４
０
０
０
万
円
以
下
で
あ
り
、
ま

た
半
数
弱
の
事
業
者
の
当
期
損
益
は
赤

字
で
推
移
し
て
い
る
。
収
益
構
造
は
局

に
よ
っ
て
千
差
万
別
で
あ
る
が
、
Ｃ
Ｍ

放
送
に
よ
る
広
告
収
入
、
イ
ベ
ン
ト
等

の
事
業
収
入
、
地
元
自
治
体
か
ら
の
補

助
金
、
個
人
か
ら
の
寄
付
な
ど
が
組
み

合
わ
さ
れ
て
い
る
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
の
課
題
と
今
後

　
地
域
に
お
け
る
情
報
伝
達
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
大
き
な
役
割
を
果
た

す
日
本
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
で
あ
る

が
、
絶
え
ず
課
題
と
も
隣
り
合
わ
せ
で

あ
る
。経
営
環
境
は
一
貫
し
て
厳
し
く
、

こ
れ
ま
で
に
39
局
が
廃
局
し
て
い
る

（
図
）。
創
設
期
の
メ
ン
バ
ー
が
高
齢
化

す
る
中
、
世
代
交
代
の
課
題
に
直
面
す

る
局
も
少
な
く
な
い
。

　
ま
た
防
災
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
も

課
題
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
ラ
ジ
オ
は
断

線
・
輻ふ
く

輳そ
う

の
心
配
が
少
な
く
、
災
害
に

強
い
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。
全
国
・
県
域

局
が
特
定
の
自
治
体
・
被
災
地
の
み
に

つ
い
て
放
送
を
継
続
す
る
こ
と
は
難
し

い
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
で
あ
れ
ば

可
能
で
あ
る
。
地
域
の
事
情
を
熟
知
し

た
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
で
あ
れ
ば
、
災
害

時
に
寄
せ
ら
れ
る
玉
石
混
交
の
地
域
情

報
の
真
偽
に
も
嗅
覚
が
働
く
。
ま
た
方

言
混
じ
り
で
伝
え
る
情
報
は
被
災
者
を

癒
や
し
、
励
ま
す
。
実
際
、
ほ
と
ん
ど

の
局
が
地
元
自
治
体
と
発
災
時
の
情
報

発
信
に
つ
い
て
何
ら
か
の
協
定
を
結
ん

で
い
る
。
災
害
時
の
役
割
へ
の
期
待
か

ら
、
多
額
の
補
助
金
を
支
払
い
地
元
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
局
を
支
え
て
い
る
自

治
体
も
少
な
く
な
い
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

放
送
側
も
、
厳
し
い
経
営
環
境
の
改
善

や
社
会
的
認
知
の
向
上
を
図
る
意
味
で

も
、
防
災
上
の
役
割
を
積
極
的
に
ア

ピ
ー
ル
し
て
き
た
。
多
く
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
放
送
局
が
加
盟
す
る
「
日
本
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
協
会
」
の
２
０
２
３

年
の
資
料
に
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放

送
の
事
業
」
に
つ
い
て
、「
災
害
時
の

情
報
伝
達
を
第
一
義
と
し
て
い
る
」
と

の
記
載
も
あ
る
。
し
か
し
一
般
的
に
経

営
・
人
的
資
源
に
乏
し
い
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
放
送
局
が
、
発
災
時
の
情
報
伝
達

を
行
政
・
社
会
に
「
約
束
」
す
る
こ
と

に
は
危
惧
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
。

　
発
災
時
の
対
応
を
前
提
と
す
る
防
災

へ
の
過
度
な
傾
斜
は
、
皮
肉
な
結
果
を

も
た
ら
し
得
る
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災

を
契
機
に
立
ち
上
が
り
、
大
阪
府
枚
方

市
が
年
間
運
営
資
金
の
約
６
割
を
負
担

し
続
け
て
き
た「
Ｆ
Ｍ
ひ
ら
か
た
」が
、

22
年
２
月
末
に
閉
局
し
た
。
ネ
ッ
ト
、

ス
マ
ホ
等
の
普
及
に
よ
り
、
災
害
時
の

情
報
伝
達
に
お
け
る
ラ
ジ
オ
の
重
要
性

が
相
対
的
に
低
下
し
た
と
判
断
し
た
市

が
、
資
金
投
入
を
停
止
し
た
た
め
で
あ

る
。
大
阪
府
守
口
市
の
「
Ｆ
Ｍ
も
り
ぐ

ち
」
も
同
様
の
背
景
か
ら
23
年
に
閉
局

と
な
っ
た
。

　
「
最
大
の
防
災
は
日
頃
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
」
と
も
言
わ
れ
る
。
で
あ

る
な
ら
、
防
災
の
文
脈
に
お
い
て
も
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
の
一
義
的
な
役
割

は
平
時
の
活
動
に
お
い
て
追
求
さ
れ
る

べ
き
で
あ
り
、
発
災
時
の
対
応
は
副
次

的
な
も
の
と
す
べ
き
だ
。
近
年
は
緊
急

対
応
の
担
い
手
と
し
て
の
放
送
局
職
員

像
を
追
求
す
る
あ
ま
り
、
障
害
者
、
子

育
て
世
代
、
外
国
籍
住
民
な
ど
を
、
運

営
の
場
か
ら
遠
ざ
け
る
例
も
見
ら
れ

る
。
防
災
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放

送
の
本
来
の
役
割
は
、
こ
れ
ら
多
様
な

背
景
・
人
脈
を
持
つ
職
員
ら
の
日
頃
の

活
躍
を
通
じ
、「
結
果
と
し
て
災
害
に

強
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
る
」
こ
と

で
あ
る
。

　
む
ろ
ん
発
災
時
の
防
災
と
の
結
び
つ

き
を
強
め
る
近
年
の
動
向
は
、
厳
し
い

経
営
環
境
の
反
映
で
あ
り
、
現
場
を
責

め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
改
善
の
た
め

に
何
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
先
述
の
通

り
、
非
営
利
を
原
則
と
す
る
海
外
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
ジ
オ
局
は
、
独
立
性
の

高
い
公
的
補
助
を
受
け
て
い
る
ケ
ー
ス

が
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
で
は
24
年
度
、
政
府
予
算
か
ら
約

20
億
円
が
、
独
立
機
関
を
通
じ
１
７
３

の
放
送
局
・
団
体
に
配
分
さ
れ
た
。
日

本
の
場
合
、
経
営
実
態
は
と
も
か
く
、

営
利
組
織
が
多
数
を
占
め
る
こ
と
が
、

セ
ク
タ
ー
へ
の
公
的
補
助
導
入
に
関
す

る
議
論
自
体
を
難
し
く
し
て
き
た
。
国

内
で
は
こ
れ
ま
で
、
海
外
の
事
例
を
引

き
な
が
ら
の
制
度
的
議
論
は
、「
日
本

に
は
日
本
の
文
脈
が
あ
る
」
と
い
っ
た

声
に
よ
っ
て
か
き
消
さ
れ
て
き
た
き
ら

い
が
あ
る
。
今
改
め
て
向
き
合
う
べ
き

時
が
来
て
い
る
。

主な参考文献
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「
ジ
ョ
ブ
型
雇
用
」っ
て
？

　

日
本
の
こ
れ
ま
で
の
雇
用
ス
タ
イ
ル
は
、

日
本
型
雇
用
と
も
呼
ば
れ
る
「
メ
ン
バ
ー

シ
ッ
プ
型
」
が
中
心
だ
っ
た
。
会
社
に
就
職

し
、
勤
務
地
や
職
務
内
容
を
限
定
し
な
い
働

き
方
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
「
ジ
ョ
ブ
型
」
は
、
採
用

に
際
し
て
仕
事
の
内
容
を
明
確
に
規
定
し
、

職
務
や
役
割
で
評
価
す
る
方
法
だ
。
例
え
ば

新
聞
社
な
ら
、
①
記
事
を
書
く
者
②
広
告
を

扱
う
者
③
校
閲
の
仕
事
④
紙
面
の
レ
イ
ア
ウ

ト
―
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
務
ご
と
に
採

用
。
さ
ら
に
、
新
聞
制
作
工
程
の
管
理
、
原

稿
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
デ
ス
ク
業
務
な
ど
、
職

務
・
役
割
を
明
確
に
し
て
採
用
す
る
こ
と
に

な
る
。

　

メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
型
が
人
に
仕
事
を
付
け

る
の
に
対
し
、
ジ
ョ
ブ
型
は
仕
事
に
人
を
付

け
る
イ
メ
ー
ジ
だ
。
前
者
は
賃
金
で
は
年
功

序
列
と
な
り
や
す
く
、
後
者
は
成
果
が
賃
金

に
直
結
し
や
す
い
と
い
っ
た
特
徴
が
あ
る
。

企
業
間
の
世
界
的
な
競
争
が
激
し
く
な
る

中
、
職
務
や
収
入
の
透
明
性
を
高
め
て
働
く

人
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
、
競
争
力
を

維
持
す
る
の
が
、
ジ
ョ
ブ
型
が
広
が
っ
て
き

た
理
由
と
さ
れ
る
。

　

た
だ
、「
モ
ノ
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」
と

言
わ
れ
る
日
本
の
技
術
力
の
高
さ
は
、
中
長

期
的
に
人
を
育
て
て
き
た
日
本
型
雇
用
の
成

果
で
も
あ
る
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
ジ
ョ
ブ

型
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
の
指
摘
も
あ

る
。　
　

  

毎
日
新
聞
記
者　

東と
う

海か
い

林り
ん 

智
さ
と
し
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藝げ
い

　だ
い

　し
ょ
く

　ど
う

大
食
堂

第95回

藝
大
食
堂
は
、
Ｊ
Ｒ
常じ

ょ
う

磐ば
ん

線
取と

り
手で

駅
か
ら
バ
ス
で
15

分
ほ
ど
の
東
京
藝
術
大
学
取
手
キ
ャ
ン
パ
ス
の
校

内
に
あ
る
。
ア
ー
ト
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
あ
る
取
手
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト（
Ｔ
Ａ
Ｐ
）が
大
学
か
ら
委
託
を
受
け
、
食
を
接
点
に
、

芸
術
を
志
す
人
々
と
地
域
の
人
々
が
出
会
う
場
に
な
る
こ
と

を
め
ざ
し
て
、
２
０
１
７
年
よ
り
運
営
し
て
い
る
。

　
若
い
芸
術
家
た
ち
は 

制
作
費
を
優
先
し
て
食
費
を
切
り

詰
め
る
こ
と
が
多
い
が
、
芸
術
表
現
も
自
分
の
体
か
ら
生
ま

れ
る
も
の
。
そ
の
た
め
、
こ
の
食
堂
で
は
作
れ
る
も
の
は
極

力
手
作
り
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
る
。
通
学
す
る
学
生
の

人
数
が
曜
日
に
よ
り
差
が
あ
る
こ
と
、
食
品
ロ
ス
を
避
け
る

こ
と
か
ら
メ
ニ
ュ
ー
は
日
替
わ
り
ラ
ン
チ
の
一
種
の
み
。
定

価
は
学
生
価
格
よ
り
２
０
０
円
ほ
ど
高
く
設
定
さ
れ
て
お

り
、
食
事
を
す
る
こ
と
で
学
生
を
応
援
で
き
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
の
た
め
、
収
益
が
あ
が
れ
ば
文
化
芸
術
活
動
に
還
元
し
て

い
く
仕
組
み
だ
。

　
食
材
の
野
菜
は
、
地
域
住
民
が
大
学
構
内
に
農
地
を
開
墾

す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
育
て
た
も
の
や
、
市
民
農
園
か
ら

の
寄
付
、
規
格
外
品
を
安
く
譲
っ
て
も
ら
っ
た
も
の
な
ど
。

芸
術
家
た
ち
の
健
康
を
気
遣
う
厨

ち
ゅ
う
房ぼ

う
ス
タ
ッ
フ
が
創
意
工
夫

を
凝
ら
し
、
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
て
い
る
。

　
食
堂
内
の
壁
面
に
は
、「
ま
ん
ぷ
く
Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｌ
」
と
い
う

ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
学
生
の
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
展

示
し
た
学
生
は
11
枚
の
食
券
を
受
け
取
れ
る
仕
組
み
だ
。
他

に
も
教
員
の
協
力
を
得
て
、
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
や
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
で
若
い
芸
術
家
た
ち
の
活
動
を
紹
介
し
て
い
る
。

　
大
学
の
休
校
時
は
食
堂
も
休
み
に
な
る
た
め
、
営
業
期
間

は
実
質
８
カ
月
。
今
後
は
休
校
期
間
に
も
食
堂
を
開
く
と
と

も
に
、
世
代
や
ル
ー
ツ
、
価
値
観
が
異
な
る
さ
ま
ざ
ま
な
人

が
場
づ
く
り
に
参
加
し
て
い
く
き
っ
か
け
を
つ
く
り
た
い

と
、Ｔ
Ａ
Ｐ
包
括
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
羽は

原ば
ら

康や
す

恵え

さ
ん
は
話
す
。

編
集
委
員　

山
中 

大
輔

営業時間
施設開館時間10:00～17:00
ランチ営業12:00～14:00
カフェ・売店12:00～16:00
土日祝・大学の休校日は休み ©Nagai Fumihito

まちづくりにおける「対話型
市民参加」政策の見た夢と
到達点  京都市2010年代の

「カフェ型事業」の経験から

谷亮治・深川光耀・北川洋一・江藤
慎介・篠原幸子・乾亨 著
東信堂、2024年8月
1100円（税込）

1990 年代、京都での対
話型市民参加政策では、

事前に議題や参加者の属性
を自治体が決めて実施する
ケースが多かった。しかし、
2000 年代末から 2010 年
代にかけて、議題や参加者の
属性を決めずに誰もがフラッ
トに参加できる対話の場を自
治体が提供する「カフェ型事
業」が増えてきた。皮切りは
08 〜 16 年に実施された、
京都市未来まちづくり100
人委員会（以下、100 人委
員会）。そこから京都市内の
11 区全てに「カフェ型事業」
が広がった。だが、現在は中
止している区もあるなど、「カ
フェ型事業」にトレンドの変
化が見られる。その成果と課

題を総括するため開催された
コミュニティ政策学会第 21
回シンポジウム（2023 年
3 月 6 日）の内容が本書の
ベースとなっている。
　100 人 委 員 会 に は、 約
450 人の市民が委員として
参加した。参加者が自ら取り
組みたいテーマを提案する。
その提案者の話を聞き、テー
マに貢献できると思った人々
同士が対話を重ねる「オープ
ンスペーステクノロジー」と
いう手法が駆使された。その
対話からたくさんの市民プロ
ジェクトが誕生した。
　京都市は 100 人委員会に
二つの夢を託した。「社会問
題の解決」―これまで市役
所が対応できなかった社会問

題に新たな解決策が見いださ
れるのではないか。「市民参
加」―社会問題に対して、
市民一人一人が関心を持ち、
行動する機会を作ることがで
きるのではないか。その夢が
実現できたのかが、当時の市
の担当者や各区の「カフェ型
事業」に携わった市民らの視
点から語られている。
　「カフェ型事業」での多く
の出会いを通して、自分たち
で考え、動き、社会を変えて
いこうという思いをもった市
民の輪の広がりを本書から感
じた。その市民たちがこれか
らどのような社会を作ってい
くのだろうかと考えるとワク
ワクする。

編集委員　久保 友美

右／羽原さん（左端）と
スタッフのみなさん
下／まんぷく WALL 展
示作品

藝大食堂
茨城県取手市小文間5000
東京藝術大学取手校地福利施設内
電話 0297-84-1874

左／内観　上／外観
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第88回

第66回

イラスト：杉浦 健

1979年岐阜県生まれ。日本映画学校（現・
日本映画大学）卒業後、日本各地の基層
文化を映像で記録・研究する民族文化映
像研究所に入所。所長の姫田忠義に師事
し、映像制作に関わる。現在、株式会社工
房ギャレットの代表を務める。

●今月の館主

今
い ま い

井 友
と も き

樹

こ
の
世
界
は
、
本
当
は
た
く
さ

ん
の
世
界
が
あ
る
。
つ
な
が
っ

て
い
る
よ
う
に
見
え
て
も
、
つ
な
が
っ

て
い
な
い
世
界
が
あ
る
」（
映
画
の
主

人
公
・
平
山
の
セ
リ
フ
）

　

と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
は
、「
豊
か
さ
」

に
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
抱
く
だ
ろ
う

か
。
一
般
的
に
は
、
物
に
満
ち
足
り
て

経
済
的
に
も
不
足
の
な
い
様
子
を
イ

メ
ー
ジ
す
る
だ
ろ
う
。
ま
た
豊
か
さ
は

科
学
的
進
歩
の
先
に
あ
り
、
人
生
や
社

会
の
目
的
に
も
な
っ
て
い
る
と
い
え
る

か
も
し
れ
な
い
。

　

人
類
学
者
レ
ヴ
ィ
・
ス
ト
ロ
ー
ス

は
、「
科
学
的
思
考
」
と
「
野
生
の
思

考
」
と
い
う
二
つ
の
並
列
し
た
概
念
を

提
唱
し
た
。
科
学
的
思
考
は
、
論
理
的

で
合
理
的
な
考
え
方
だ
。
必
要
な
物
・

状
況
・
資
金
な
ど
を
手
に
入
れ
て
効
率

よ
く
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
で
発
展
し

て
き
た
。
一
般
的
な
豊
か
さ
の
イ
メ
ー

ジ
も
こ
れ
に
当
て
は
ま
る
と
思
う
。
一

方
、
野
生
の
思
考
は
科
学
が
切
り
離
し

て
き
た
矛
盾
や
曖あ
い

昧ま
い

な
感
覚
の
中
に
あ

る
と
い
う
。
し
か
も
科
学
的
思
考
が
生

ま
れ
る
は
る
か
以
前
か
ら
人
類
が
抱
い

て
き
た
抽
象
的
な
思
考
な
の
だ
。

　
昨
今
は
円
安
で
物
価
高
。
将
来
の
暮

ら
し
に
不
安
を
抱
く
背
景
に
も
、
科
学

的
思
考
の
「
豊
か
さ
」
が
ち
ら
つ
い
て

い
る
。
な
ら
ば
、
野
生
の
思
考
的
「
豊

か
さ
」
と
は
何
だ
ろ
う
。
ス
ト
ロ
ー
ス

は
、
野
生
の
思
考
を
「
ブ
リ
コ
ラ
ー

ジ
ュ
」
概
念
で
説
明
し
た
。
そ
れ
は
、

限
ら
れ
た
材
料
を
用
い
て
自
分
の
考
え

を
表
現
す
る
こ
と
で
、
科
学
的
思
考
の

「
豊
か
さ
」
と
は
真
逆
の
発
想
だ
。
つ

ま
り
要
求
す
る
将
来
の
目
標
も
な
け
れ

ば
、
こ
う
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
正
解
も

な
い
。
予
測
も
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
で
き

な
い
。
だ
が
、
自
分
の
身
の
回
り
に
あ

る
限
ら
れ
た
物
・
状
況
・
資
金
な
ど
か

ら
で
も
、
十
分
に
「
豊
か
さ
」
を
生
み

出
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
だ
。

　

前
置
き
が
長
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

が
、
僕
は
『
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｆ
Ｅ
Ｃ
Ｔ　
Ｄ
Ａ

Ｙ
Ｓ
』
に
、野
生
の
思
考
的
「
豊
か
さ
」

を
見
い
だ
し
た
。
主
人
公
の
平
山
は
、

寡
黙
な
独
身
の
中
年
男
だ
。
ト
イ
レ
掃

除
を
仕
事
と
し
、
趣
味
の
盆
栽
や
写
真

撮
影
を
楽
し
み
な
が
ら
、
毎
晩
読
書
に

耽ふ
け
る
な
ど
、
淡
々
と
し
た
毎
日
を
繰
り

返
し
て
い
る
。
で
も
平
山
は
そ
の
暮
ら

し
に
満
足
し
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。
平

山
は
周
り
の
景
色
や
気
配
を
よ
く
観
察

し
い
る
。
彼
の
心
は
た
く
さ
ん
の
発
見

や
驚
き
に
あ
ふ
れ
て
い
る
し
、
人
生
は

一
瞬
た
り
と
も
同
じ
繰
り
返
し
は
な
い

こ
と
を
、
知
っ
て
い
る
。
む
し
ろ
楽
し

ん
で
い
る
か
の
よ
う
だ
。

　
平
山
の
よ
う
な
平
凡
な
日
常
は
誰
に

で
も
あ
る
。
で
も
僕
は
こ
の
作
品
を
観み

る
ま
で
は
平
山
の
よ
う
な
生
き
方
こ
そ

が
、野
生
の
思
考
で
い
う
と
こ
ろ
の「
豊

か
さ
」
な
の
に
気
づ
か
な
い
で
い
た
。

今
月
の
作
品

『
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｆ
Ｅ
Ｃ
Ｔ 

Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ
』

本書はとりわけ「本来任
意にもかかわらず、な

ぜ全戸加入を求めるのか」な
ど、地域活動に取り組む人が
日頃から感じているような疑
問に対し、町内会の現状や課
題、成り立ち、さらには今後
の方向性について著者独自の
視点で記した、地域活動の担
い手必読の書である。
　町内会の成立過程を詳述す
る際、著者は「統治性」と「階
級性」、二つの概念を提起する。
　「統治性」については、明
治政府が、村落のリーダー層
に政治的意思決定への関与を
認めない一方、区長など行政
の役職をあてがうことで政策
の実施過程に組み込むといっ

た「統治の技術」を確立した
とし、現在の町内会が行政の
下請け的なことをするに至っ
た歴史的経緯をひもといてい
る。
　他方、「階級性」では町内
会の特質が権力側の「統治の
技術」のみに由来するのでは
なく、住民側も積極的に受け
入れていった事情があるとす
る。欧米では労働組合が労働
者階級に国家権力への参加の
道を拓

ひら

いたが、日本では大正
期以降の都市化の進展で台頭
した都市自営業者層が町内会
を担うことで、社会的地位の
向上を図ったと著者は主張す
る。
　最後に、住民の高齢化や活

動の担い手不足、それらに伴
う町内会の弱体化を踏まえ、
地域社会の将来について著者
は展望する。これまでいわゆ
るテーマ型の市民活動団体
は、町内会側から「自分たち
の好きなことしかやらない」
などと、連携が困難とみなさ
れていた。しかし今後は、地
域の親睦行事など具体的な活
動はおのおのを実際に担って
いる団体に任せてみてはどう
か。そして町内会は、行政と
の折衝と議会への政治的要求
を可能にする、住民誰もが参
加できる協議の場としてはど
うかと提言し、両者の役割分
担に期待を寄せている。
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